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1 ．本 年 代 測 定の 目的

　阿 寺断 層 系 中北 部 の 下 呂断 層 御厩 野 地 区 （Fig．1）に お い て ，古 地 震活 動時期の 解明 を目的

と し た トレ ン チ 掘削調 査 を 2001 年 度 に 実施 し た ．そ の 内容 に つ い て は ，2002 年 度 の 本 業

績 報告書 （廣 内 ほ か ，2003）に て 報告 し て い る ．

　先の 報告 で は ，掘 削 した ト レ ン チ の 壁 面観 察 と
14C

年 代 測 定 の 結 果 に基 づ い て ，過 去 少

な くと も 3 回 の 断 層活 動 時期 を特定 して い る．そ の うち最 も古 い 活動 時期 （Event　3）は ，湿

地 を構 成 す る茶 褐 色 腐植土 層 （2c 層）の 基底 年代 6208 ± 40yrBP ．（B．C5074）を用 い て ， それ

よ り以 前 に 湿地 を形成 した堰 き 止 め 性 の 崖 地 形 が 形 成 され た 断層活 動 を推 定 した もの で あ
る ．

　本 研 究 で は こ の イ ベ ン トの 下 限 年 代 の 決 定 を 目的 と して ，湿 地 の 基 底 を構成す る青灰 色

砂 礫 層 （5 層）中の 試 料 を測 定 し た ．

2 ， 試 料 調整 と 測 定 結 果

　今 回 新 た に 測 定 し た試料 は ，御 厩 野 ト レ ン チ の SE 面 5 層 上 部 付 近 で 採取 し た 材 で ある ．

試 料 は 超 音波洗 浄機 で 水 洗 した 後 ，酸
一

ア ル カ リー酸処 理 を 施 し，バ イ コ
ー

ル 管に CuO
と と も に 真 空 封 入 し， 900

°

C で加 熱した ．その 後 気 体 を真 空 ライン 中 で精製 し，CO ・か ら

Kitagawa θ舌 a ／．（1993）の 水 素 還 元 法 に より，グラフ ァ イトターゲッ トを作成した ．ターゲ ッ トの
14C

濃度を名 古 屋 大 学 タン デ トロ ン 加 速器 質 量 分 析 計 2号 機 に よっ て 測 定 した ．測 定結 果 か らLibby

の 半 減 期 5568 年を用 い て
1
℃ 年 代を算 出 し，さらに CALIB4 ．3 （http：！！depts．washington ．edu ！qil！）を用

い て 暦 年補正 し た も の を Table　l に 示 した ．測 定 の 結 果 に δ
13C

補 正 を行 い 得 られ た 年代 は T

6335 ± 34yr．B ．P．で あ っ た ．

3 ． 断 層 活 動 時期 に 関 す る検 討 と課 題

　 トレ ン チ 壁面 の 層 序か ら判 断 され る 断 層活 動 時期 は ，青灰 色 砂 礫 層 （5 層 ）堆積以 降，茶

褐 色 腐 植 土 層 （2c 層）堆積 以 前 と 考 え られ る （Fig．2）．前 年 度の 報 告 と併せ て 考 え る と， イ
ベ ン トの 上 限 と な る 2c 層基 底 の 年代値 が 6208 ± 40yr．B ．P．（B ．C5074 ）で あ る こ とか ら ．地 震

の 発 生 時 期 は ，6335 ± 34yrB ．P．〜 6208 ± 40yr．B ．P．（B ．C5361 〜 B．C．5074）の 聞 で あ り，最 大

限 誤 差 を見 積 も っ て もわ ず か 約 200 〜 300 年 程 度 の 間 に 収 ま る ． しか し 5 層 と 2c 層 の 間

に 分 布す る有 機 質 シル ト混 じ り砂 礫層 （3 層）か ら ， 5156 ± 41yr．B ．P．の 年 代 が 得 られ て い る

こ と か ら， 2c 層 基 底 の 年代 が 再 堆 積 を 示 し て い る可 能 性 も否 定 で きな い ．よ っ て 現 時 点
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Fig. 1. Index map  showing  the Atera
fault system.

Table 1Radiocarbon  date ofthe  sample  at the Gero fault trench site.

Samp1e
 No.Sample No. Labe.No.6

 
13c

 pDB

 {%e)

 14
 C ageyrBPtl

 aCahbratedA.D.B.C.  (cal BP)

CalibratedA.D./B.C,range

 (calBP) lo(68.3%)Probability

/te.ttt

-
 SE2c NUTA2-4563  -28.9662e8±40  5225B.C.(7174)

        5209 B.C. (7 158)
    5164, 5145 B  C. (7113, 7094)

   5107, 5103, 5087, 5084  B.C.

      {70S6, 7052, 7036, 7033)

 5257-5240B.C.(7206-7189)

 S232-5219B.C.(7181-7168)

 5213-5205B.C.(7162-71S4)

 5179-5137B.C.(7128-7086)

".H5..i3.l.:5,.eww!1--B-..wwC,.(7-t8.0.:ZO.?-3.L

O.106O.093O.05SO.309e.437

ir::1

SE3 NUTA2-4311-28.815156 ± 41 3965 B.C. (5914)4037.4022 B.C. (5986-5971)
3995.3941 B.C. (5944"589e)
3837-3824 B.C. (5786-5773)

O,136O.782e,es2

Zl NUTA2-5438-27,O  63351.34 5315 B.C. (7264)5361-5346B.C.(7310m7295) O.184
5345-5325  B.C, (7294.7274) O.237
5325-5296B.C.(7274-7245) O.570
5266-5264 B.C. (721S-7213) e.OIO

All samples  were  analyzed  by AMS  at Nagoya University.
Calibration is canied  by Stuiver et aL  (1998) method  B
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で は お そ ら く，Event　 3 の 発 生 年 代 を少 な くと も 6335 ± 34yr．B ．P．（B，C、5361）以 降 とす る の が

妥 当 で あ ろ う．今 後 さ らに 別 試 料 の 測 定 を行 うか ，断 層 系 の 他 の 断層 活 動 時期を参 考に ，

こ の 断 層 活 動 の 年代 を決 定 して い く必 要 が あ る

（地 震 イ ベ ン トを挟 む 地 層の 補 正 後 の
「

℃ 年代 は ，た とえprobability が 低 くて も，イベ ン トの 下 限

に ぱ 最 も古 い 年 代 値 を，イベ ン トの 上 限 に は 最 も新 しい 年代 値を採用 して い る．）
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             (4) Faculty of  Letters, Department of  Geography, Hiroshima University

  The 
i`C

 age of  gravel layer(unit 5) in the bottom of  trench wall  around  the Gere fault is 6335 ±

34yr.B.P, It is likely that this age  shows  an  age  of  the Event occurrd  after the deposition of  the gravel
layer (unit 5) , On  the other  hand, the faulting have occurred  before the deposition of  the humie soil layer

(unit 2c, dated at 6208 ±  40yr.B,P.) on  the gravel layer(unit 5).But  the age  of  humic gravel layer

(unit 3)between 2c and  5 is 5156 ± 41yr.B.P, Therefbre, we  can  present only  the faulting which

occurred  after  6335 ±  34yr.B,P.
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